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○亀岡市スポーツ競技全国大会等出場激励金交付要綱 

平成27年7月15日 

告示第159号 

（趣旨） 

第1条 この要綱は、市民のスポーツ活動に対する意識の高揚及び本市のスポーツ推進を図

るため、スポーツ競技全国大会等に出場する個人及び団体に対し、予算の範囲内において

交付する亀岡市スポーツ競技全国大会等出場激励金（以下「激励金」という。）について、

亀岡市補助金等交付規則（昭和41年亀岡市規則第5号）に定めるもののほか、必要な事項

を定めるものとする。 

（交付対象とする大会） 

第2条 激励金の交付対象とする大会（以下「全国大会等」という。）は、次の各号のいず

れかに該当するもので、京都府予選を経て、又は厳正かつ明確な基準により推薦され出場

するものとする。 

(1) 全国障害者スポーツ大会、全日本選手権大会等の国、地方公共団体、公益財団法人

日本体育協会（加盟団体を含む。）その他これらに準ずる団体が主催する全国大会（以

下「全国大会」という。） 

(2) オリンピック競技大会、パラリンピック競技大会、アジア競技大会、世界選手権大

会その他これらに準ずる国際大会（以下「国際大会」という。） 

(3) その他市長が必要と認める大会 

（交付対象者） 

第3条 激励金の交付対象者は、前条各号に掲げる大会に出場する高校生以下の市内に居住

する選手個人又は高校生以下等で構成された市内に活動拠点を置く団体とする。 

2 同一の交付対象者が同一年度内において前条各号に掲げる大会に複数回出場するとき

は、1回を限度として激励金を交付するものとする。ただし、市長が特に認める場合は、

この限りでない。 

（適用除外） 

第4条 激励金は、次の各号のいずれかに該当する大会に出場する場合は、第2条の規定に

かかわらず、交付しない。ただし、市長が特に認める場合は、この限りでない。 

(1) 小学校記録会（陸上記録会、水泳記録会等） 

(2) 中学校体育大会（中体連等） 

(3) 高等学校体育大会（高体連等） 
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(4) 特別支援学校体育大会 

(5) スポーツクラブ等の大会 

（激励金の額） 

第5条 激励金の額は、別表に定める額とする。 

（申請手続） 

第6条 激励金の交付を受けようとする選手個人又は団体の代表者（以下「申請者」という。）

は、亀岡市スポーツ競技全国大会等出場激励金交付申請書（別記第1号様式）に次に掲げ

る書類を添えて市長に提出しなければならない。 

(1) 大会開催要領等の大会の詳細がわかる資料 

(2) 出場者名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 

2 前項に規定する申請手続は、選手個人に代わって、その親権者が行うことができるもの

とする。 

3 第1項に規定する申請手続は、原則として全国大会等が開催される10日前までに行わな

ければならない。 

（交付決定） 

第7条 市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、その適否を亀

岡市スポーツ競技全国大会等出場激励金交付決定（却下）通知書（別記第2号様式）によ

り申請者に通知するものとする。 

（激励金の請求） 

第8条 前条の規定により交付の決定を受けた者は、亀岡市スポーツ競技全国大会等出場激

励金請求書（別記第3号様式）を市長に提出しなければならない。 

（実績報告） 

第9条 激励金の交付を受けた者は、当該激励金に係る全国大会等の終了後速やかに亀岡市

スポーツ競技全国大会等出場激励金結果報告書（別記第4号様式）を市長に提出しなけれ

ばならない。 

（激励金の返還） 

第10条 市長は、激励金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当したときは、激励

金の返還を命ずることができる。 

(1) 大会への参加を中止したとき。 

(2) 不正な方法によって、激励金を受けたとき。 



3/3 

(3) その他この要綱の趣旨等に沿わないと市長が判断したとき。 

（その他） 

第11条 この要綱に定めるもののほか、激励金の交付に関し必要な事項は、市長が別に定

める。 

附 則 

この要綱は、告示の日から実施し、平成27年度分の激励金から適用する。 

別表（第5条関係） 

区分 全国大会 国際大会 その他市長が必要と認め

る大会 

個人 5,000円以内 20,000円以内 人数、内容等に応じて別途

定める。 団体 30,000円以内 100,000円以内 

 


